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地域協働学部 

■地域協働学科 

【養成する人物像】 

地域協働学部は、地域理解力・企画立案力・協働実践力の 3つの能力を統合した「地域協働マネジメント力」を有し、多様で複雑な

地域の課題を発見しその解決のための取り組みを行う中で、立場や利害を越えて人や組織などの協働を創出・促進することができる

「地域協働人材」を育成します。 

 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 

1.  地域協働に関連する専門的知識を修得するために必要となる、理系・文系を問わない幅広い分野の基礎知識として、高等学校

卒業程度の教科学習に関する知識・技能を有している。 

 

思考力・判断力・表現力 

1. 物事を論理的に思考する能力を有している。 

2. 物事を客観的に分析し判断する能力を有している。 

3. 自分の意見を口頭と文章の両面で他者に適切に伝えることができる表現能力を有している。 

 

主体性・多様性・協働性 

1. 主体的に課題の探求や解決にあたる態度を有している。 

2. 課題について多様な考え方を受け入れる態度を有している。 

3. 考え方や価値観の異なるさまざまな人と協働し課題の解決にのぞむ態度を有している。 

 

 

関心・意欲 

1. 地域社会に存在する諸課題とその実践的解決に関心を持っている。 

2. 地域課題解決や地域振興に向けた協働的活動に粘り強く取り組む意欲を持っている。 

3. 地域での協働的取り組みの中で自分が成長することに意欲を持っている。 

 

【入学者選抜方法と評価する能力】 

一般選抜（前期日程） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

大学入学共通テスト ◎ ○     

個別試験等 
小論文 ◎ ◎   ○ 

面接 ○ ◎ ◎ ◎ 

 

学校推薦型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない選抜） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

グループ活動及び振り返り演習適性試験 ○ ◎ ◎ ◎ 

作文 ○ ◎ ◎ ◎ 

面接 ○ ◎ ◎ ◎ 
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総合型選抜Ⅰ（大学入学共通テストを課さない選抜） 

選抜方法 
評価する能力 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体性・多様性・協働性 関心・意欲 

第１次選抜 
講義理解力試験 ◎ ◎   ○ 

ゼミナール活動適性試験 ○ ◎ ◎ ◎ 

第２次選抜 口頭試問を含む面接 ○ ◎ ◎ ◎ 

 

 

■パブリックイノベーション学科（仮称） 

 

地域協働学部は改組を予定しており、パブリックイノベーション学科（仮称）を新設するために、文部科学省に設置申請中です。  

詳細は９月上旬以降に公表予定です。 


